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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ローカル・ユーザ・インタフェースを備えた移動端末からリモートデバイスに放送メデ
ィア・ソースに同調するためのチューニング情報を供給する方法であって、
　前記移動端末が備える制御部が、ローカライズされたアドホック・プロトコルの無線ネ
ットワークを用いて、前記移動端末の近隣に位置するオーディオ又は映像の少なくとも一
方を再生するプレーヤー装置を検出するステップと、
　前記移動端末のユーザインタフェースから前記移動端末の前記制御部が、選択した放送
メディア・ソースに同調するためのチューニング情報を送信するためのユーザリクエスト
を受け付けるステップと、
　前記移動端末が備えるディスプレイ装置が、検出された前記プレーヤー装置を示す識別
情報を表示するステップと、
　前記移動端末の前記制御部が前記移動端末のユーザインタフェースから前記チューニン
グ情報を受信することになる前記リモートデバイスとして検出された前記プレーヤー装置
の識別情報であって、前記ディスプレイ装置に表示された識別情報のうちから選択された
識別情報を受け付けるステップと、
　受信側となる前記リモートデバイスを前記選択した放送メディア・ソースへ自動同調さ
せるために提供されるチューニング・タイプ情報のプロトコルに基づいて前記チューニン
グ情報をフォーマットするステップと、
　前記ユーザリクエストに応じて識別された前記リモートデバイスへ前記チューニング情
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報を送信するステップと
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ユーザリクエストを受け付ける一方で、前記移動端末において前記放送メディア・
ソースを受信するステップをさらに含み、
　前記ユーザリクエストを受け付けるステップには、現在受信している放送メディア・ソ
ースへ同調するためのチューニング情報を送信するためのユーザリクエストを受け付ける
ステップが含まれていることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記放送メディア・ソースは、テレビ放送及びラジオ放送の少なくとも一方を含み、
　前記チューニング情報は、関連する放送局の識別情報を含む
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記チューニング情報を送信するステップは、前記ローカライズされたアドホック・プ
ロトコルの無線ネットワークを使用して前記チューニング情報を送信するステップを含み
、
　前記プレーヤー装置を検出するステップは、前記アドホック・プロトコルの無線ネット
ワークを使用して前記プレーヤー装置を検出するステップを含む
ことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記アドホック・プロトコルの無線ネットワークは、ブルートゥースネットワークを含
むことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記移動端末は、第１の移動端末を含み、
　前記プレーヤー装置は、第２の移動端末を含む
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ユーザリクエストを受け付けるステップは、
　現在受信している前記放送メディア・ソースに同調するためのチューニング情報を共有
するためのリクエストを受け付けるステップと、
　前記移動端末の前記ディスプレイ装置に前記チューニング情報を共有するためのオプシ
ョンのメッセージフォーマットを表示するステップと、
　前記チューニング情報を送信する際に使用される表示された複数のメッセージフォーマ
ットのうちの１つを選択する選択指示を前記移動端末のユーザインタフェースから受信す
るステップと
を含むことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記チューニング情報をフォーマットするステップは、
　選択されたメッセージフォーマットに基づいてテキストメッセージとして前記チューニ
ング情報をフォーマットするステップを含み、
　前記プロトコルはテキストメッセージフォーマットを含み、該テキストメッセージフォ
ーマットは前記チューニング情報を表現するためのＡＳＣＩＩの英数字と前記チューニン
グ情報を搭載しているテキストメッセージを識別するためのＡＳＣＩＩの非英数字とを含
むことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記移動端末のユーザインタフェースから入力され、前記テキストメッセージに含めら
れる追加のテキストを受け付けるステップを含み、
　前記チューニング情報をフォーマットするステップは、前記追加のテキストを前記テキ
ストメッセージに搭載するステップを含む
ことを特徴とする請求項８に記載の方法。
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【請求項１０】
　前記第２の移動端末において、前記チューニング情報を含む前記テキストメッセージを
受信するステップと、
　前記第２の移動端末が備えるディスプレイ装置に、前記チューニング情報と前記追加の
情報のうち少なくとも一方を表示するステップと、
　前記第２の移動端末が備えるディスプレイ装置に表示された前記チューニング情報又は
前記追加の情報に応じて前記第２の移動端末が備えるユーザインタフェースから入力され
た、前記チューニング情報の受け入れを承諾することの確認を受け付けるステップと、
　前記チューニング情報の受け入れを承諾することの確認を受け付けたことに応じて、受
信した前記チューニング情報に基づいて前記放送メディア・ソースへ前記第２の移動端末
を自動同調させるステップと
を含むことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２の移動端末において、前記チューニング情報を受信するステップと、
　前記第２の移動端末が備えるユーザインタフェースから入力された、前記チューニング
情報の受け入れを承諾することの確認を受け付けるステップと、
　前記チューニング情報の受け入れを承諾することの確認を受け付けたことに応じて、受
信した前記チューニング情報に基づいて前記放送メディア・ソースへ前記第２の移動端末
を自動同調させるステップと
を含むことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ユーザリクエストにおける前記チューニング情報は、インターネットプロトコル（
ＩＰ）アドレスの情報を含み、
　前記チューニング情報をフォーマットするステップは、前記ＩＰアドレスの情報を、Ｉ
Ｐアドレスの情報を含まないチューニング情報の形式に変換するステップを含む
ことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項１３】
　ローカル・ユーザ・インタフェースを備えた移動端末からリモートデバイスへ放送メデ
ィア・ソースのチューニング情報を供給するためのコンピュータプログラムであって、
　前記コンピュータプログラムは、コンピュータ可読記憶媒体に記憶されたコンピュータ
プログラムコードを含み、
　該コンピュータプログラムコードは、請求項６に記載の方法を実行するように構成され
たプログラムコードを含むことを特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項１４】
　ローカル・ユーザ・インタフェースを備えた移動端末からリモートデバイスへ放送メデ
ィア・ソースのチューニング情報を供給するためのコンピュータプログラムであって、
　前記コンピュータプログラムは、コンピュータ可読記憶媒体に記憶されたコンピュータ
プログラムコードを含み、
　該コンピュータプログラムコードは、請求項１に記載の方法を実行するように構成され
たプログラムコードを含むことを特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項１５】
　移動端末であって、
　可搬型の筐体と、
　ディスプレイ装置と、
　前記筐体に設けられた無線通信ネットワークインタフェース回路と、
　前記筐体に結合され、選択した放送メディア・ソースに同調するためのチューニング情
報と、リモートデバイスの識別情報とを送信させるためのユーザリクエストを受け付ける
ように構成された、ユーザインタフェース回路と、
　受信側となる前記リモートデバイスを前記選択した放送メディア・ソースへ自動同調さ
せるために提供されるチューニング・タイプ情報のプロトコルに基づいて前記チューニン
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グ情報をフォーマットするとともに、前記ユーザリクエストに応じて識別された前記リモ
ートデバイスへ前記チューニング情報を送信するように構成された制御部と
を含み、さらに、
　前記制御部は、
　オーディオ又は映像の少なくとも一方を再生するプレーヤー装置を、ローカライズされ
たアドホック・プロトコルの無線ネットワークを使用して、検出するように構成されてお
り、
　前記ディスプレイ装置は、
　前記オーディオ又は映像の少なくとも一方を再生するプレーヤー装置を示す識別情報を
表示するように構成されており、
　前記ユーザインタフェース回路および前記制御部は、
　前記リモートデバイスの識別情報として、検出されて前記ディスプレイ装置に表示され
た前記プレーヤー装置の識別情報のうちから選択された識別情報を受け付けるように構成
されている
ことを特徴とする移動端末。
【請求項１６】
　前記選択した放送メディア・ソースを受信するように構成されたチューナをさらに含み
、
　前記ユーザインタフェース回路は、前記チューナにより受信された前記放送メディア・
ソースへ同調させるための前記チューニング情報を送信するためのリクエストとして、前
記チューニング情報を送信するための前記ユーザリクエストを受け付けるように構成され
ていることを特徴とする請求項１５に記載の移動端末。
【請求項１７】
　前記筐体には、前記ローカライズされたアドホック・プロトコルの無線ネットワークと
通信するためのローカライズされたアドホック・プロトコル通信ネットワークインタフェ
ースが設けられており、前記制御部は、前記アドホック・プロトコル通信ネットワークイ
ンタフェースを使用して前記チューニング情報を送信するように構成されていることを特
徴とする請求項１５に記載の移動端末。
【請求項１８】
　前記制御部は、
　前記移動端末において前記チューニング情報を受信したことを検出し、
　前記移動端末が備えるユーザインタフェース回路から入力された、前記チューニング情
報の受け入れを承諾することの確認を受け付け、
　前記チューニング情報の受け入れを承諾することの確認を受け付けたことに応じて、前
記チューニング情報に基づいて前記放送メディア・ソースへ前記移動端末を自動同調させ
る
ように構成されていることを特徴とする請求項１６に記載の移動端末。
【請求項１９】
　前記制御部は、
　選択されたメッセージフォーマットに基づいたテキストメッセージとして前記チューニ
ング情報をフォーマットするように構成されており、
　前記プロトコルはテキストメッセージフォーマットを含み、該テキストメッセージフォ
ーマットは前記チューニング情報を表現するためのＡＳＣＩＩの英数字と前記チューニン
グ情報を搭載しているテキストメッセージを識別するためのＡＳＣＩＩの非英数字とを含
むことを特徴とする請求項１５に記載の移動端末。
【請求項２０】
　前記制御部は、
　前記チューニング情報をテキストメッセージとしてフォーマットするように構成されて
おり、
　前記ユーザインタフェース回路は、
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　前記移動端末のユーザインタフェースから入力され、前記テキストメッセージに含めら
れる追加のテキストを受け付けるように構成されており、
　前記制御部は、さらに、
　前記追加のテキストを前記テキストメッセージに搭載するように構成されていることを
特徴とする請求項１５に記載の移動端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信装置に関するものであり、とりわけ、メディア・チューニング機能
を有する移動端末と、それを操作するための方法およびコンピュータプログラムとに関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　移動端末は、通常、セルラーネットワーク通信プロバイダを経由した無線電話サービス
へのアクセスを得る目的でユーザによって購入されることが多い。しかし、そのような移
動端末が有する処理能力の向上やメモリ等の増加につれて、さらなるレベルのユーザ機能
がそのような移動端末に組み込まれてきており、それによってユーザは、ほとんど常に携
帯している電子装置の利点を有効に活用できる。例えば、多くの移動端末は、現在、カメ
ラを備えており、ユーザはそれで写真を撮影して、移動端末から他のユーザへ送信できる
。多くの移動端末に現在組み込まれているもう１つの特徴は、ユーザのスケジュール管理
やタスク等を追跡するのに適した携帯情報端末（ＰＤＡ）タイプのアプリケーションであ
る。また、多くの移動端末は、電子メール、ショート・メッセージ・サービス（ＳＭＳ）
機能、および、マルチメディア・メッセージ・サービス機能（ＭＭＳ）も有している。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　さらなるユーザ機能を移動端末へ組み込むことが検討されている分野は、多様な放送メ
ディア・ソースから放送メディア・コンテンツを受信することに関する分野である。例え
ば、特定の放送メディア・ソースのラジオ放送局についての放送局識別情報にチューニン
グする（同調させる）ことによってＡＭ放送および／またはＦＭ放送ラジオチャネルを受
信するため、移動端末がラジオチューナ機能を備えていてもよい。さらに、動画コンテン
ツと音声コンテンツの両方を含むデジタルテレビジョン信号を移動端末のような無線装置
に送信するためのプロトコルが、提案されている。従って、放送されたテレビジョンのメ
ディア・ソースに関連する放送局識別情報へ合わせることに基づいてテレビの番組編成を
受信して表示できるように構成されるであろう移動端末が提案されている。
【０００４】
　例えばＳＭＳ、ＭＭＳ、電子メール、および音声メッセージングのようなメッセージン
グ・アプリケーションが移動端末に追加されたことを利用して、ユーザは、各種の情報を
他のユーザへ送信できるようになった。例えば、ユーザＢにとっておもしろいだろうとユ
ーザＡが考えるラジオ番組またはテレビ番組をユーザＡが見ているかあるいは聴いている
場合、ユーザＡは、ＳＭＳを使ってラジオまたはテレビチャネルに関する情報をユーザＢ
へ送信したいと望むかもしれない。しかし、そうしようとすると、受信側ユーザに特定の
放送局識別情報を知らせて利用できるようにした後であるだけに、時間のかかる手作業と
なることがある。
【０００５】
　シナリオの一例として、ユーザＡがラジオチャネルの推奨周波数を列挙する（ＳＭＳの
ような）メッセージをユーザＢへ送信する。ユーザＢは、このメッセージを受信すると、
自分の移動装置のラジオ・アプリケーションを手動で立ち上げて、指定された特定のチャ
ネルにラジオをチューニングする必要がある。この操作は、ユーザＢにとって時間がかか
り、かつ、不便である。その代替となる方法は、２人のユーザ間で音声通話を用いること
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であろうが、両ユーザの音声通話は通常、分単位の通信時間で課金されるであろうから、
そのような方法は高価であるかもしれない。
【０００６】
　受信側ユーザＢが、指定された放送局にチューニングするための時間と労力を求められ
るのに加えて、メッセージングのアプローチによって、さらに通知側のユーザＡも、メッ
セージをユーザＢへ送信する前に、選択されたメッセージング・アプリケーションを起動
してラジオまたはテレビのチューニング情報を含むメッセージを書くという手動での動作
を求められる。結果として、これらの操作は、ユーザＡにとってもユーザＢにとっても不
便である。ユーザＡとユーザＢが近くにいる場合であっても、アプリケーションを開いて
メッセージを起動するというユーザＡにかかる負担は、移動端末を使うことなくユーザＢ
への単純な通信によって回避されるとしても、ユーザＢはやはり、ユーザＡによって口頭
で特定された放送局にチューニングするため、いろいろな操作を行う必要があるであろう
。
【０００７】
　移動端末の中のメディアチューナ／プレーヤーのさらなる限界は、移動端末のディスプ
レイおよび／またはスピーカの品質は、ユーザが別の方法で所有する高性能の機器に比べ
て限界があることがあるということである。従って、ユーザが自分の家などに戻ると、自
分の移動端末で受信した進行中の番組の放送の視聴を止める前に、自分のテレビおよび／
またはステレオ機器をつけて、所望の放送局にチューニングし、次いで、より高性能のプ
レーヤーで視聴を始める必要があることがある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一部の実施形態において、ローカル・ユーザ・インタフェースを有する移動端
末から放送メディア・ソースへのチューニング情報をリモート装置に提供する方法が、選
択した放送メディア・ソースについてのチューニング情報を移動端末のユーザインタフェ
ースから送信することを要求するユーザリクエストを受信することと、チューニング情報
を移動端末のユーザインタフェースから受信することになるリモート装置の識別情報を受
信することとを含む。チューニング情報は、プロトコルに基づいてフォーマットされるが
、より詳細には、選択された放送メディア・ソースへの自動チューニングを受信側リモー
ト装置に提供する、チューニング・タイプ情報について構成されるプロトコルに基づいて
フォーマットされ、そして、フォーマットされたチューニング情報は、ユーザリクエスト
に応じて、識別されたリモート装置へ送信される。
【０００９】
　放送メディア・ソースは、アドレス指定なしで放送される無線のラジオ放送および／ま
たはテレビ放送であってもよく、チューニング情報は、関連する放送局識別情報であって
もよい。放送メディア・ソースは、インターネット・プロトコル（ＩＰ）でアクセス可能
なメディア・ソースであってもよいし、チューニング情報は、ＩＰでアクセス可能なメデ
ィア・ソースへのアドレスリンクであってもよい。ＩＰアドレスに基づくリンクに関連す
るチューニング情報を提供するという希望を移動端末装置が送信するような一部の実施形
態において、送信側移動端末は、チューニング情報を他の装置に提供する前に、このＩＰ
情報を１つ以上の他のフォーマット（例えばラジオ放送局のチューニング情報）に翻訳す
るという選択肢を有していてもよい。
【００１０】
　本発明の他の実施形態において、放送メディア・ソースは、ユーザリクエストを受信し
ている間に移動端末で受信される。受信されたユーザリクエストは、現在受信されている
放送メディア・ソースについてのチューニング情報を送信することを要求するユーザリク
エストであってもよい。
【００１１】
　さらなる実施形態において、方法は、さらに、移動端末の近くにあるオーディオプレー
ヤー装置および／またはビデオ（映像）プレーヤー装置を検出することを有する。受信さ
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れたリモート装置の識別情報は、検出されたオーディオ装置および／またはビデオ装置の
識別情報であってもよい。チューニング情報は、ローカライズされたアドホック・プロト
コルの無線ネットワークを用いて送信されてもよく、オーディオ装置および／またはビデ
オ装置は、アドホック・プロトコルの無線ネットワークを用いて検出されてもよい。ロー
カライズされたアドホック・プロトコルの無線ネットワークは、ブルートゥース・プロト
コルのネットワークであってもよい。
【００１２】
　本発明の他の実施形態において、リモート装置は、第２の移動端末である。チューニン
グ情報を送信することは、チューニング情報を、第１の移動端末から第２の移動端末へア
ドレス指定されたショート・メッセージ・サービス（ＳＭＳ）メッセージとして、マルチ
メディア・メッセージ・サービス（ＭＭＳ）メッセージとして、および／または、電子メ
ールとして送信することを含んでもよい。他の実施形態におけるチューニング情報は、第
１の移動端末によって検出された、ローカライズされたアドホック・プロトコルの通信ネ
ットワーク上で送信される。ローカライズされたアドホック・プロトコルの通信ネットワ
ークは、ブルートゥース・プロトコルのネットワークであってもよいし、Ｉｎｓｔｉｔｕ
ｔｅ　ｆｏｒ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｅｎｇｉｎｅｅ
ｒｓ（ＩＥＥＥ）８０２．１１のプロトコル（ＷｉＦｉとも呼ばれる）および／または、
第１の移動端末の赤外線（ＩＲ）ポートであってもよい。
【００１３】
　本発明のさらなる実施形態において、ユーザリクエストを受信することは、現在受信し
た放送メディア・ソースについてのチューニング情報を共有することを要求する要求を受
信することを含む。チューニング情報を共有するための選択的なメッセージフォーマット
が、移動端末のディスプレイに表示され、移動端末のユーザインタフェースからチューニ
ング情報を送信するのに使用する、表示されたメッセージフォーマットのうちの１つの選
択が受信される。チューニング情報のフォーマッティングは、さらに、選択されたメッセ
ージフォーマットに基づいたテキストメッセージとしてのチューニング情報のフォーマッ
ティングを含んでもよい。プロトコルは、チューニング情報用のＡｍｅｒｉｃａｎ　Ｓｔ
ａｎｄａｒｄ　Ｃｏｄｅ　ｆｏｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｉｎｔｅｒｃｈａｎｇｅ（
ＡＳＣＩＩ）英数字文字と、チューニング情報を含むテキストメッセージを識別するため
のＡＳＣＩＩ非英数字文字とを含む、テキストメッセージ・フォーマットであってもよい
。テキストメッセージの中に含めるため、第１の移動端末のユーザインタフェースから追
加のテキストが受信されてもよい。チューニング情報のフォーマッティングは、受信した
追加のテキストをテキストメッセージに追加することを含んでもよい。
【００１４】
　他の実施形態において、方法は、さらに、チューニング情報を含むテキストメッセージ
を第２の移動端末で受信することを、含む。追加のテキストおよび／またはチューニング
情報は、第２の移動端末のディスプレイ上に表示される。表示された追加のテキストおよ
び／またはチューニング情報に応じて、第２の移動端末のユーザインタフェースから、受
信されたチューニング情報の受け入れの確認が受信される。第２の移動端末は、確認の受
信に応じて、受信されたチューニング情報に基づいて放送メディア・ソースに自動的にチ
ューニングされる。
【００１５】
　本発明のさらなる実施形態において、携帯型の筐体と、その筐体の中に無線通信ネット
ワークインタフェース回路とを含む移動端末が、提供される。筐体と結合されたユーザイ
ンタフェース回路が、選択された放送メディア・ソースについてのチューニング情報とリ
モート装置の識別情報とを送信することを要求するユーザリクエストを受信するように構
成される。さらに移動端末は、チューニング・タイプ情報についてのプロトコルに基づい
てチューニング情報をフォーマットして、選択された放送メディア・ソースへの自動チュ
ーニングを受信側リモート装置に提供し、識別されたリモート装置へユーザリクエストに
応じてチューニング情報を送信するように構成された、制御装置を含む。
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【００１６】
　本発明のさらなる実施形態において、移動端末は、さらに、選択された放送メディア・
ソースを受信するように構成されたチューナを含んでおり、そして、ユーザインタフェー
ス回路は、チューナによって受信される放送メディア・ソースについてのチューニング情
報を送信することを要求する要求として、チューニング情報の送信を要求するユーザリク
エストを受信するように構成される。また、ローカライズされたアドホック・プロトコル
の通信ネットワークインタフェースが筐体内に提供されてもよく、そして、制御装置は、
ローカライズされたアドホック・プロトコルの通信ネットワークインタフェースを用いて
チューニング情報を送信するように構成されてもよい。リモート装置は、オーディオおよ
び／またはビデオプレーヤー装置であってもよく、さらに制御装置は、ローカライズされ
たアドホック・プロトコルの通信ネットワークインタフェースを用いてオーディオおよび
／またはビデオプレーヤー装置を検出するように構成されてもよい。また、リモート装置
は、リモート移動端末であってもよいし、制御装置は、チューニング情報を、移動端末か
らリモート移動端末宛のショート・メッセージ・サービス（ＳＭＳ）メッセージとして、
マルチメディア・メッセージ・サービス（ＭＭＳ）メッセージとして、および／または、
電子メールメッセージとして、送信するように構成されてもよい。
【００１７】
　本発明の他の実施形態において、制御装置はさらに、移動端末でのチューニング情報の
受信を検出し、受信したチューニング情報の受け入れの確認を移動端末のユーザインタフ
ェース回路から受信し、確認の受信に応じて、受信したチューニング情報に基づいて自動
的にチューナを放送メディア・ソースにチューニングするように構成される。制御装置は
、選択されたメッセージフォーマットに基づくテキストメッセージとしてチューニング情
報をフォーマットするように構成されてもよく、プロトコルは、チューニング情報用のＡ
ｍｅｒｉｃａｎ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｃｏｄｅ　ｆｏｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｉｎ
ｔｅｒｃｈａｎｇｅ（ＡＳＣＩＩ）英数字文字と、チューニング情報を含むテキストメッ
セージを識別するためのＡＳＣＩＩ非英数字文字とを含む、テキストメッセージ・フォー
マットであってもよい。制御装置は、チューニング情報をテキストメッセージとしてフォ
ーマットするように構成されてもよく、ユーザインタフェース回路は、さらに追加のテキ
ストを移動端末のユーザインタフェースからのテキストメッセージの中に含んで受信する
ように構成されてもよく、制御装置は、追加のテキストをテキストメッセージの中に含む
ように構成されてもよい。
【００１８】
　本発明のさらなる実施形態において、受信したテキストメッセージに基づいて、移動端
末を放送メディア・ソースに自動的にチューニングする方法を提供する。チューニング情
報および／または追加のテキストを含んだテキストメッセージが、移動端末で受信される
。テキストメッセージは、ショート・メッセージ・サービス（ＳＭＳ）メッセージもしく
はマルチメディア・メッセージ・サービス（ＭＭＳ）メッセージであってもよい。チュー
ニング情報および／または追加テキストは、移動端末のディスプレイ上に表示される。表
示されたチューニング情報および／または追加テキストに応じて、受信したチューニング
情報の受け入れの確認が、移動端末のユーザインタフェースから受信され、移動端末は、
確認の受信に応じて、受信されたチューニング情報に基づいて放送メディア・ソースに自
動的にチューニングされる。テキストメッセージは、チューニング情報用のＡｍｅｒｉｃ
ａｎ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｃｏｄｅ　ｆｏｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｉｎｔｅｒｃｈ
ａｎｇｅ（ＡＳＣＩＩ）英数字文字と、チューニング情報を含むテキストメッセージを識
別するためのＡＳＣＩＩ非英数字文字とを含む、テキストメッセージ・フォーマットであ
ってもよい。
【００１９】
　主として装置および方法の態様に関連して上記に記述したが、本発明は、また、移動端
末のためのコンピュータプログラム製品をも含むことは理解されるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００２０】
　次に、添付の図面を参照しながら、本発明の具体的な典型的な実施形態について記述す
る。しかしながら、本発明は多くの異なる形態で実施されてもよく、本書に記述されてい
る実施形態にのみ限定されると解釈されるべきではない。そうではなくてむしろ、これら
の実施形態は、この開示が十分かつ完全であって当業者に本発明の適用範囲が十分に伝達
されるように提供されているのである。添付の図面に図解された特定の典型的な実施形態
の詳細記述で用いられる用語は、本発明を限定することを意図されていない。図面におい
ては、類似した番号は、類似した要素を指す。
【００２１】
　本書では、「ａ」「ａｎ」および「ｔｈｅ」という単数形は、別に明示的に述べない限
り、複数形も同様に含むことが意図されている。さらに理解されるはずだが、「有する」
「含む」「含めて」および／または「備えた」という用語は、本書で用いられる場合、記
述された特徴、整数、ステップ、操作、要素、および／または構成要素の存在を明記する
が、１つ以上の他の特徴、整数、ステップ、操作、要素、構成要素および／またはそれら
の集まりの存在または追加を除外しない。理解されるはずだが、ある要素が別の要素に「
接続している」または「結合している」といわれる場合、他方の要素に直接接続または結
合してもよいし、介在要素が存在してもよい。さらに、本書では「接続している」または
「結合している」とは、無線で接続または結合することを含んでもよい。本書では、「お
よび／または」という用語は、関連する列挙された項目の１つ以上の組み合わせのうち、
任意の組み合わせおよびすべての組み合わせを含む。
【００２２】
　別に定義がない限り、（科学技術用語を含めて）本書のすべての用語は、本発明が属す
る技術分野における普通の技術を有する者によって一般的に理解されるのと同じ意味を有
する。さらに理解されるはずだが、例えば一般に使用される辞書類で定義されるような用
語は、関連技術の文脈の中でのそれらの意味と一致する意味を持つと解釈されるべきであ
り、本書で明示的に定義しない限り、観念的なまたは過度に形式的な意味で解釈されない
であろう。
【００２３】
　本書では、「移動端末」とは、送信機能がなく無線信号受信機だけを有する装置と、双
方向通信リンク上で双方向通信が可能な送信ハードウェアと受信ハードウェアとを両方有
する装置との、両方を含む。そのような装置には、ラジオ周波数の受信機を含む、マルチ
ラインディスプレイ付きまたはマルチラインディスプレイなしのセルラー通信装置もしく
はその他の通信装置と、音声およびデータ処理とファクシミリおよび／またはデータ通信
機能とを組み合わせてもよいパーソナル通信システム（ＰＣＳ）端末と、無線周波数受信
機およびポケベルとインターネット／イントラネットへのアクセスとウェブブラウザとオ
ーガナイザとカレンダおよび／または全地球測位システム（ＧＰＳ）受信機とを含みうる
パーソナル・デジタル・アシスタント（ＰＤＡ）と、および／または、従来のラップトッ
プおよび／またはパームトップ・コンピュータまたは他の装置と、を含んでもよい。本書
では、「移動端末」とは、携帯可能でもよいし、持ち運び可能でもよいし、（航空用、海
上用、または地上用の）車両に組み込まれてもよいし、あるいは、地上および／または宇
宙のいかなる場所においてもローカルに、および／または、分散された方式で動作するよ
うに配置されても、および／または、構成されてもよい。本明細書では、「移動装置」と
は、移動端末も含むし、無線通信をサポートしない移動装置も含む。
【００２４】
　次に、本発明の実施形態を、図１乃至７ｃを参照しながら以下に記述する。図１を参照
すると、本発明の一部の実施形態によるメディア・チューニング機能を含む移動端末を図
解する概略ブロック図が提供されている。図１は、移動端末２２と、無線通信ネットワー
クの基地局トランシーバ２４とを図解した図である。移動端末２２の近くにあるメディア
プレーヤー５５の概略図と共に、放送メディア・ソース２５、例えばラジオ局またはテレ
ビ局の放送塔、も概略的に示す。
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【００２５】
　移動端末２２は、携帯可能な筐体２３を含み、また、キーパッド２６、ディスプレイ２
８、スピーカ３２、マイクロフォン３４、トランシーバ３６、赤外線（ＩＲ）ポート５９
、メモリ３８を含んでもよく、それらはいずれも制御装置(プロセッサ）４２と通信して
もよい。さらに、移動端末２２は、メディアチューナ５０と、ローカライズされたアドホ
ック・プロトコル通信ネットワークインタフェース５２とを含んでもよく、それらもまた
、プロセッサ４２と通信する。プロセッサ４２は、いかなる市販の、または特注のマイク
ロプロセッサであってもよい。
【００２６】
　トランシーバ３６は、通常は送信回路４４と受信回路４６とを含み、それらは各々、音
声通話やデータ信号のような、発信無線周波数信号を基地局トランシーバ２４へ送信し、
着信無線周波数信号をアンテナ４８経由で基地局トランシーバ２４から受信する。また、
本発明の一部の実施形態においては、アンテナ４８およびトランシーバ３６が、放送メデ
ィア・ソース２５から信号を受信するために、および／または、ローカライズされたアド
ホック・プロトコルの通信ネットワーク、例えばブルートゥースネットワーク上で、メデ
ィアプレーヤー５５に通信を提供するために使用されてもよいし、別個のアンテナおよび
／または受信機および／または送信機が提供されてもよい。アンテナ４８は、組み込みア
ンテナでも、格納式アンテナでもよいし、本発明の適用範囲から逸脱することなく当業者
に知られているいかなるアンテナでもよい。移動端末２２と基地局トランシーバ２４との
間で送信される無線周波数信号は、他のユーザとの間で音声通話による通信を確立して維
持するために用いられる、あるいは、電子メール、ＳＭＳ、および／またはＭＭＳメッセ
ージのようなデータをリモート装置との間で送受信するために用いられる、トラヒックと
制御信号（例えば着呼のための呼び出し信号／メッセージ）の両方を含んでもよい。プロ
セッサ４２は、メディアチューナ５０と、ローカライズされたアドホック・プロトコルの
通信ネットワークインタフェース５２とが、制御装置４２の中に完全に実施されている一
部の実施形態を含めて、本発明の一部の実施形態による移動端末２２のメディアチューナ
５０と、ローカライズされたアドホック・プロトコルの通信ネットワークインタフェース
５２とに関連する機能も含めて、移動端末２２の各種の機能をサポートしてもよい。
【００２７】
　本発明の一部の実施形態において、基地局トランシーバ２４は、セルラーネットワーク
内のセルを定義し、無線リンク・プロトコルを用いてセル内の移動端末２２および他の移
動端末と通信する無線トランシーバである。基地局トランシーバ２４が１つだけ図示され
ているが、多くの基地局トランシーバが、例えば、移動交換局および他の装置を通じて接
続され、無線通信ネットワークを定義してもよいことは、理解されるであろう。
【００２８】
　メディアチューナ５０は、放送メディア・ソース２５からの信号を受信するように構成
される。加えて、メディアチューナ５０は、選択された放送メディア・ソースのためのチ
ューニング情報をリモート装置、例えばオーディオ・メディア・プレーヤーおよび／また
はビデオ・メディア・プレーヤー５５および／または他の移動端末装置等に提供する際、
制御装置４２と協調して動作するように構成されてもよい。制御装置４２は、チューニン
グ情報に関連する選択された放送メディア・ソースへの自動チューニングを受信側リモー
ト装置に提供する、チューニング・タイプ情報についてのプロトコルに基づいて、チュー
ニング情報をフォーマット（形式設定）し、ユーザリクエストに応じて、識別されたリモ
ート装置へチューニング情報を送信するように構成される。ユーザリクエストとリモート
装置の識別情報とが、制御装置４２と組み合わされたキーパッド２６のようなユーザイン
タフェース回路を通じて受信されてもよい。受信側リモート装置の自動チューニングを提
供するチューニング・タイプ情報のためのプロトコルの例については、本書の各種の図面
を参照しながら、さらに記述する。
【００２９】
　チューニング情報の送信が望まれる放送メディア・ソースの指定をキーパッド２６から
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受信することに加えて、キーパッド２６もしくは他のソースからの入力は、メディアチュ
ーナ５０によって現在受信されている放送メディア・ソースの選択を指定してもよい。従
って、図１の概略ブロック図に示すように、メディアチューナ５０は、チューニング・タ
イプ情報をリモート装置、例えばメディアプレーヤー５５もしくはリモート移動端末へ送
信するためのテキストメッセージもしくはそれに類似したものを準備するのに用いる目的
で、現在のチューニング情報を提供するため、制御装置４２に結合されてもよい。
【００３０】
　チューニング情報の送信は、トランシーバ３６を用いて、および／または、制御装置４
２と協調して機能しているアドホック・プロトコル通信ネットワークインタフェース５２
と協調して提供されてもよい。また、理解されるはずだが、アドホック・プロトコル通信
ネットワーク上の送信は、物理レイヤの送信についてはトランシーバ３６を利用すると同
時に、プロトコルのフォーマッティングおよびそれに類したものについてはアドホック通
信ネットワークインタフェース５２を利用してもよいし、あるいは、アドホック・プロト
コル通信ネットワークインタフェース５２の一部として、別個のアンテナおよびトランシ
ーバ回路が提供されてもよい。従って、本発明の一部の実施形態において、制御装置４２
は、ローカライズされたアドホック・プロトコル通信ネットワークインタフェース５２を
利用してチューニング情報を送信するように構成される。
【００３１】
　加えて、一部の実施形態においては、制御装置４２が、ローカライズされたアドホック
・プロトコル通信ネットワークインタフェース５２を用いてメディアプレーヤー５５を検
出するように構成されてもよい。例えば、ブルートゥース・プロトコルの通信ネットワー
クにおいて、ブルートゥースの送信機が利用できるローカライズされた領域の中で接続が
確立されうる対象として利用可能な装置の識別情報を、プロトコルの設定の際に提供する
。次いで、識別されたメディアプレーヤー装置５５のリストが、着信先リモート装置の選
択肢としてユーザに提供されてもよく、それについては本明細書の中で後からさらに記さ
れる。
【００３２】
　また、移動端末２２は、チューニング情報を受信して、受信したチューニング情報に関
連する放送メディア・ソースに自動的にチューニングするように構成されてもよい。従っ
て、制御装置４２は、トランシーバ３６を介して基地局２４から、あるいは別のソース、
例えばアドホック・プロトコル通信ネットワークインタフェース５２から、またはその他
のローカルネットワークインタフェース、例えば移動端末２２のＩＲポート５９から、移
動端末でのチューニング情報の受信を検出するように構成されてもよい。
【００３３】
　チューニング情報および／またはチューニング情報と共に受信された追加情報が、例え
ばディスプレイ２８上に、プロンプトとしてユーザに提供されてもよいし、制御装置４２
が、受信したチューニング情報の受け入れの確認をキーパッド２６から受信するように構
成されてもよい。また、制御装置４２は、ユーザからの確認の受信に応じて、受信したチ
ューニング情報に基づいて、メディアチューナ５０を放送メディア・ソース２５に自動的
にチューニングするように構成されてもよい。
【００３４】
　次に、本発明の各種の実施形態によってチューニング情報を提供する、および／または
、チューニング情報を受信する方法について、図２乃至３のフローチャートの図解を参照
しながら記述する。図２から分るように、ブロック２００で、放送メディア・ソースが移
動端末で受信された時に、本フローチャートに係る動作が始まってもよい。移動端末から
送信されるチューニング情報はこの放送メディア・ソースについてのものである。移動端
末の近くにあるオーディオプレーヤー装置および／またはビデオプレーヤー装置が、検出
されてもよい（ブロック２１０）。例えば、メディアプレーヤー５５が、例えばアドホッ
ク・プロトコルのローカル通信ネットワークインタフェース５２を用いて、移動端末２２
によって検出されてもよい。理解されるはずだが、本発明の各種の実施形態においては、
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チューニング情報を送信する移動端末装置は、放送メディア・ソースを受信する必要がな
いし、ローカルエリアのメディアプレーヤーを検出する必要もない。選択された放送メデ
ィア・ソースについてのチューニング情報の送信を要求するユーザリクエストが、受信さ
れる（ブロック２２０）。要求は、例えばユーザインタフェース回路の移動端末２２のキ
ーパッド２６を通じて受信されてもよい。
【００３５】
　また、チューニング情報を受信することになるリモート装置の識別情報も、受信される
（ブロック２３０）。ブロック２２０で受信されるチューニング情報送信要求と同様に、
リモート装置の識別情報も、移動端末にとってローカルなユーザインタフェース回路、例
えばキーパッド２６から受信されてもよい。
【００３６】
　チューニング情報は、選択された放送メディア・ソースへの自動チューニングを受信側
リモート装置に提供する、チューニング・タイプ情報についてのプロトコルに基づいて、
フォーマットされる（ブロック２４０）。例えば、一部の実施形態におけるチューニング
情報は、テキストメッセージとしてフォーマットされる。詳細には、テキストメッセージ
のフォーマットは、チューニング情報用のＡｍｅｒｉｃａｎ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｃｏｄ
ｅ　ｆｏｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｉｎｔｅｒｃｈａｎｇｅ（ＡＳＣＩＩ）英数字文
字と、チューニング情報を含むテキストメッセージを識別するためのＡＳＣＩＩ非英数字
文字とを含んでもよい。非英数字文字は、受信側装置で認識されて、受信側装置での自動
チューニングのため、チューニング情報の処理をトリガしてもよい。加えて、ブロック２
２０および／またはブロック２３０において、追加のテキスト情報が要求側ユーザから受
信されてもよいし、ブロック２４０において、追加のテキスト情報が、フォーマットされ
たテキストメッセージに組み込まれてもよい。
【００３７】
　本発明の一部の実施形態において、ユーザは、チューニング情報を送信するのに用いる
フォーマットを指定する選択肢を与えられてもよい。例えば、プロトコルにしたがってフ
ォーマットされたチューニング情報を通信するためのチャネルとして、リモート装置に宛
先指定された移動端末からのショート・メッセージ・サービス（ＳＭＳ）メッセージ、マ
ルチメディア・メッセージ・サービス（ＭＭＳ）メッセージ、および／または電子メール
メッセージの使用を、ユーザが選択してもよい。従って、ブロック２４０でのフォーマッ
ティング動作は、ユーザが選択したメッセージサービスを用いて送信するためにテキスト
メッセージをフォーマッティングすることを含んでもよい。
【００３８】
　チューニング情報は、ユーザリクエストに応じたフォーマッティングの後に、識別され
たリモート装置へ送信される（ブロック２５０）。本発明の一部の実施形態において、チ
ューニング情報は、ローカライズされたアドホック・プロトコルの無線ネットワークを用
いてブロック２５０で送信される。ローカライズされたアドホック・プロトコルの無線ネ
ットワークは、例えば、ブルートゥース・プロトコルのネットワークであってもよい。他
の実施形態において、移動端末によって検出された、利用可能なローカライズされたアド
ホック・プロトコルの通信ネットワークは、移動端末の赤外線（ＩＲ）ポートに関連付け
られてもよい。
【００３９】
　ブロック２００で放送メディア・ソースが移動端末によって受信される本発明の一部の
実施形態においては、ブロック２２０で受信されるユーザリクエストは、移動端末が現在
受信している放送メディア・ソースについてのチューニング情報の送信を要求するユーザ
リクエストであってもよい。放送メディア・ソースは、例えば、ラジオ放送および／また
はテレビ放送であってもよく、チューニング情報は、ラジオ放送および／またはテレビ放
送に関連する放送局識別情報であってもよい。一部の実施形態において、リモート装置は
、オーディオおよび／またはビデオプレーヤー装置、またはリモート移動端末であっても
よい。チューニング情報を受信するリモート装置がオーディオおよび／またはビデオプレ
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ーヤー装置である一部の実施形態において、リモート装置の利用可能性が、アドホック・
プロトコルの無線ネットワークを用いて検出されてもよいし、チューニング情報が、アド
ホック・プロトコルの無線ネットワークを用いて、検出され指定されたリモート装置へ送
信されてもよい。同様に、リモート移動端末が、例えばＳＭＳのような、セルラー電話通
信ネットワークプロバイダを利用するメッセージング・サービスの代替として、そのよう
なアドホック・プロトコルの無線ネットワーク上の通信に利用可能であってもよい。
【００４０】
　次に、本発明の一部の実施形態によって、受信したチューニング情報に基づいて移動端
末を放送メディア・ソースに自動的にチューニングする方法について、図３のフローチャ
ートの図解を参照しながら記述する。図３に図解するように、ブロック３００で移動端末
がチューニング情報を受信することで、動作が始まってもよい（ブロック３００）。例え
ば、チューニング情報が、例えばショート・メッセージ・サービス（ＳＭＳ）メッセージ
またはマルチメディア・メッセージ・サービス（ＭＭＳ）メッセージのような、テキスト
メッセージの一部として受信されてもよい。受信されたテキストメッセージは、チューニ
ング情報だけでなく追加のテキストも含んでもよい。本発明の一部の実施形態においては
、ブロック３００で受信されたテキストメッセージは、チューニング情報用のＡＳＣＩＩ
英数字文字と、チューニング情報を含むテキストメッセージを識別するＡＳＣＩＩ非英数
字文字とを含む、チューニング情報のプロトコルを用いてフォーマットされるが、それは
、テキストメッセージの中のチューニング情報に関連する指定された放送メディア・ソー
スへの自動チューニングをトリガする目的で、受信側移動端末によって利用されてもよい
。
【００４１】
　テキストメッセージからのチューニング情報および／または追加テキストが、移動端末
のディスプレイに表示される（ブロック３１０）。表示されたチューニング情報および／
または追加テキストに応じて、受信されたチューニング情報の受け入れの確認が、例えば
移動端末のユーザインタフェースから、受信されてもよい（ブロック３２０）。移動端末
は、確認の受信に応じて、受信したチューニング情報に基づいて、チューニング情報に関
連する放送メディア・ソースに自動的にチューニングされる（ブロック３３０）。しかし
、理解されるはずだが、一部の実施形態においては、ブロック３３０における自動チュー
ニングは、ブロック３１０および３２０について記述された表示動作もしくは確認動作が
なくても、提供されてもよい。
【００４２】
　次に、本発明の各種の実施形態について、図４ａ乃至４ｄの概略図を参照しながらさら
に記述する。図４ａ乃至４ｄに図解する実施形態は、ＳＭＳ、ＭＭＳ等のようなメッセー
ジング方法を用いてラジオまたはテレビチャネル放送局情報を迅速かつ容易に共有するか
または他のユーザに送信しうるという選択肢を、ラジオおよび／またはテレビ・チューニ
ング・アプリケーションを備えた移動端末のユーザに提供する、移動端末のためのチュー
ナメッセージの操作性に相当する。図４ａに示すように、ユーザが、好みのプログラムを
自分の移動端末で聴いている最中であり、移動端末のディスプレイは、図４ａに示した例
ではユーザが９１．５メガヘルツ（ＭＨｚ）のチューニング周波数で「ＮＰＲ」と指定さ
れたラジオ放送局を聴いていることを示す。
【００４３】
　ユーザが、チューナのメッセージ機能を用いてチューニング情報を送信することを望む
場合、図４ａのディスプレイから「Ｍｏｒｅ」の選択肢が選択されるが、これは、図４ｂ
に図解される選択肢のような多様な選択肢をユーザに提供するためのメニューである。図
４ｂに示すように、ユーザは、チューニング情報の見込み受信者を求めて「検索（Ｓｅａ
ｒｃｈ）」の選択肢を選択してもよいし、移動端末上でユーザが維持している連絡先また
はその他のリストから既知の受信者装置を選択するため「他の装置（Ｏｔｈｅｒ　ｄｅｖ
ｉｃｅｓ）」の選択肢を選択してもよいし、図４ｂでは強調表示で示されている「送信（
Ｓｅｎｄ）」の選択肢を選択してもよい。
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【００４４】
　ユーザが、図４ｂに示す「送信」の選択肢を選択する場合、図４ｃに図解するようなデ
ィスプレイがユーザに提供されてもよい。図４ｃのディスプレイは、チューニング情報を
送信するのに使用する具体的なメッセージタイプを選択する選択肢を、ユーザに提供する
。図４ｃに示すように、「ＳＭＳ］の選択肢が強調表示され、図４ｃの「選択」のディス
プレイを用いてユーザによって選択され、その後、図４ｄに示すディスプレイがユーザに
提供されてもよい。
【００４５】
　図４ｄで分るように、メッセージフォーマットの選択肢を選択した後、現在ユーザが聴
いている放送メディア放送局（例えば「ラジオＣＨ：９１．５ＭＨｚ」）に関連する、事
前にフォーマットされた情報を含むテキスト入力ページがユーザに提供される。また図４
ｄで分るように、ユーザは、メッセージを送信する前に、図４ｄで「こんにちわビッキー
、このチャンネルを聴いてね」と図解された、パーソナル化された追加メッセージ情報を
追加する選択肢を有する。ユーザが図４ｄの「送信」ディスプレイの選択肢を選択する場
合、フォーマットされたメッセージが、移動端末のユーザによって指定された受信者へ送
信されるであろう。
【００４６】
　従って、本発明の一部の実施形態において、ユーザＡがテキスト・メッセージングの選
択肢を用いる場合、選択されたＳＭＳ、ＭＭＳおよび類似アプリケーションが、送信され
る用意のできた、事前に作成されたメッセージと共に、自動的に起動される。事前に作成
されたメッセージは、受信者ユーザＢが自分のラジオを該当チャンネルにチューニングす
るのに必要とされる情報をすべて含んでもよい。ユーザＡは、メッセージを送信する前に
、必要なら追加情報を加えてもよく、事前に作成されたメッセージは、必要な情報を事前
定義されたプロトコルのスキームの中に含んでもよく、それに基づいて、ユーザＢは、自
動的に自分のラジオをメッセージから指定されたチャネルに瞬時に自動的にチューニング
してもよい。従って、本発明の一部の実施形態は、移動端末の利用可能なメッセージング
方法を用いて、ユーザの移動端末上で演奏されるラジオ／テレビプログラムに関するチュ
ーニング情報の容易な共有を迅速かつ容易に促進する能力を、ユーザに提供する。
【００４７】
　次に、テキストメッセージのような受信メッセージに基づいて放送メディア・ソースに
移動端末を自動的にチューニングするまたは受信する方法について、図５ａ乃至５ｄの概
略的な図解を参照しながら、さらに記述する。図５ａ乃至５ｄは、典型的な自動チューナ
メッセージハンドラ機能を図解しているが、これらは、図４a乃至４ｄを参照しながら記
述された実施形態によって生成されるメッセージのような情報を受信して処理するために
移動端末装置上に提供されてもよい。以下に記述するように、受信側ユーザは、指定され
たプログラムを見るためにラジオ／テレビ受信アプリケーションを自分の移動端末上で自
動的に開いて自動チューニングする目的で、自分の装置が受信したメッセージの中に組み
込まれたチャネルプログラム情報を使用できてもよい。この機能を用いて、受信側移動端
末上のメッセージング・クライアント・アプリケーションは、メッセージ内のチャネル情
報を解析し、有効な情報が見つかった場合には、この解析によって関連するアプリケーシ
ョン（ラジオおよび／またはテレビ）を使用するために起動するように構成されてもよい
。例えば、ユーザがラジオチャネルプログラムへの関連情報を含むメッセージを受信する
場合、受信者の移動端末の中に含まれるメッセージング・アプリケーションが、メッセー
ジ内のチャネル情報を認識し、自動的に（または、最初にユーザの確認を取得した後で自
動的に）ラジオ・アプリケーションを起動して、受信メッセージの中で識別された放送局
に自動的にチューニングしてもよい。これによって、手順を実行するため受信側ユーザが
必要とする手動での介在が、除去されるか、あるいは少なくとも限定されてもよい。
【００４８】
　事前定義されたタグもしくはメッセージメカニズムは、チューニング情報メッセージを
作成する際に用いられるフォーマッティングプロトコルによって定義されてもよい。言い
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換えれば、送信側ユーザがチューニング情報を単純なテキストフォーマットの中で送信す
る代わりに、チューニング情報が、所定のプロトコルを用いてフォーマットされ、次いで
メッセージの中に搭載されてもよい。図４ａ乃至４ｂおよび図５ａ乃至５ｄに関する一例
として、テキストのフォーマットは例えば「ラジオ‐ＣＨ：ＦＭ：９１．５」であっても
よい。次に、そのような自動チューナメッセージハンドラのためのユーザ画面の典型的な
シーケンスについて、図５ａ乃至５ｄに関して記述する。
【００４９】
　図５ａの略図で分るように、ユーザが、自分の移動端末でＳＭＳメッセージを受信し、
そして、ユーザに新規メッセージを表示させる選択肢を提供する新規メッセージ通知が、
移動端末のディスプレイ画面に表示される。受信側ユーザの移動端末は、メッセージが受
信された時、例えばスタンバイモードになっていてもよい。
【００５０】
　ユーザがメッセージの表示を要求した後、図５ｂに示した表示が提供されてもよく、こ
のディスプレイ装置によって、テキストメッセージからの情報だけでなく、メッセージ内
で指定されたチャネルへの自動チューニングを用いたラジオ・アプリケーション起動の確
認を要求するプロンプトも、提供される。こうして、図５ｂから分るように、ディスプレ
イ装置の表示は、提案されたラジオチャネルを識別するための情報と、受信者に役立つ可
能性のある、メッセージ送信者からの追加情報とを含んでもよい。図５ｂのディスプレイ
装置上でラジオ・アプリケーションを起動するため「ここへジャンプ（Ｇｏ ｔｏ）」選
択肢を選択すると同時に、受信者の移動端末上でラジオプログラムが起動され、指定され
たラジオ放送局にチューニングされ、そして、図５ｄのディスプレイ装置の表示が提供さ
れ、ラジオプログラムがアクティブであって９１．５ＭＨｚで「ＮＰＲ」にチューニング
されていることをユーザに示す。
【００５１】
　本発明の一部の実施形態において、図５ａおよび５ｂに示すディスプレイ画面のシーケ
ンスは、図５ｃの画面の使用と入れ替えられてもよい。受信側移動端末のメッセージハン
ドリングアプリケーションは、受信側移動端末で自動チューニングするのに用いるラジオ
および／またはテレビチューニング情報を含む受信メッセージを指定する、自動チューナ
メッセージプロトコルによって定義されたタグ付け情報を識別するため、メッセージの受
信と同時に、受信メッセージの構文解析を自動的に行うように構成されてもよい。従って
、受信後のユーザへの最初の表示が、含まれているラジオ情報を直接識別し、そして、識
別された放送局を聴きたいという希望を確認し、移動端末上で関連アプリケーションを自
動的に起動し、受信メッセージに含まれるプロトコルで符号化されたチューニング情報を
用いて指定された放送局にチューニングするための選択肢を、受信側ユーザに提供するよ
うに、最初に情報が、受信側移動端末のメッセージング・アプリケーションによって自動
的に解析されてもよい。すでに述べたように、メッセージ・ハンドリング・アプリケーシ
ョンが起動して、ユーザの確認を要求することなく、チューニング情報をチューニング・
アプリケーションに提供してもよい。
【００５２】
　次に、本発明のさらなる実施形態によってローカライズされたエリア内に位置する端末
間におけるチューニング情報の送受信に関する動作について、図６ａ乃至６ｅの概略的な
図解を参照しながら記述する。図６ａ乃至６ｅに図解された実施形態については、情報を
移動端末の近くにある別の装置へ送信する目的でユーザがローカル無線プロトコル・アプ
リケーションを用いてチューニング関連のチャネル情報を直接共有できるように、チュー
ニング情報メッセージ機能が、例えば、移動端末装置のラジオ／テレビ・チューニング・
アプリケーションに組み込まれていてもよい。ローカルな無線プロトコルのアプリケーシ
ョンは、例えば赤外線、ブルートゥース等であってもよい。ユーザがこの選択肢を用いる
場合、ユーザの移動端末装置は、必要な情報を、利用されるローカル無線プロトコル接続
の通信範囲内の（すなわちユーザの近くにある）他の移動端末装置へローカルに送信して
もよい。
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【００５３】
　受信側装置は、チューニング情報を受信し、それを受信側移動端末のユーザに、例えば
、「Ｙｅｓ」や「Ｎｏ」のような選択肢を備えたポップアップディスプレイ画面として提
示してもよい。「Ｎｏ」は、情報を拒否するのに使用されてもよいし、「Ｙｅｓ」は、ラ
ジオ・アプリケーションを起動し、自動的に受信したチューニング情報に関連する放送局
にチューニングするのに使用されてもよい。
【００５４】
　ローカルなラジオ・アプリケーションを受信側装置でチューニングして起動することは
、ユーザから受け入れの確認を受信する前に開始されてもよく、ポップアップ画面が、ラ
ジオ・アプリケーションより優位となって終了させるという選択肢を受信側ユーザに与え
てもよい。一部の実施形態において、ユーザは、移動端末でメディアチューニングアプリ
ケーションの起動の前にユーザの確認を要求するか、あるいは、移動端末でメディアチュ
ーニングアプリケーションの自動的な起動をユーザの確認なしで提供するかのいずれか一
方を選択するため、ユーザの移動端末を選択的に構成する選択肢を有してもよい。
【００５５】
　次に図６ａの概略的な図解を参照すると、送信側ユーザＡは、自分の移動端末でラジオ
放送局ＮＰＲ９１．５を聴いているものとする。ユーザＡは、図６ａのディスプレイ装置
に表示された「Ｍｏｒｅ」の選択肢を選択し、図６ｂに図解された表示を提供される。図
６ｂのディスプレイ装置は、「検索（Ｓｅａｒｃｈ）」と「情報共有（Ｓｈａｒｅ Ｉｎ
ｆｏ）」の選択肢をユーザに提供する。「情報共有」の選択肢が強調表示されているとき
に、ユーザが図６ｂのディスプレイの「選択（Ｓｅｌｅｃｔ）」の選択肢を選択する場合
、図６ｃのディスプレイ画面表示がユーザに提供される。図６ｂのディスプレイ画面表示
の「検索」の選択肢は、ユーザＡの移動端末の近くに位置している、見込まれる受信者の
移動端末装置等を識別するのに利用されてもよい。
【００５６】
　図６ｃのディスプレイ表示から分るように、チューニング情報の利用可能な受信者のリ
ストがユーザに提供される。ユーザＢの選択が強調表示されているので、ユーザＡは、図
６ｃのディスプレイの「選択」の選択肢を用いて、指定されたユーザＢへラジオチャネル
についての情報を送信することを開始してもよい。
【００５７】
　図６ｄに示すように、受信側ユーザＢは、チャネル情報を受信したことを示すディスプ
レイ通知を提供され、そして、受信メッセージの中で指定された放送局へのチューニング
をユーザＢが望むことを確認するための「チューニングする（Ｔｕｎｅ）」の選択肢を提
供される。図６ｅで分るように、チューニングが選択されると、ユーザＢが図６ｄのディ
スプレイの「チューニングする」の選択肢を選択したことに応じて、ユーザＢの移動端末
のラジオチューナアプリケーションが起動され、そして、ユーザＢが受信したチューニン
グ情報に基づいて指定された放送局にチューニングされる。
【００５８】
　図４ａ乃至６ｅに示す例の記述は特定のラジオ放送局（ＮＰＲ）に関係しているが、関
連するチューニング情報を有する他の放送メディア・ソースが、これらの図の中のラジオ
放送局に関して記述したのと実質的に同様の方法で処理されてもよいことは理解されるで
あろう。同様に、チューニング情報メッセージをフォーマッティングするのに利用される
プロトコルは、異なるタイプの放送メディア・ソースを明らかにしてもよく、そして、受
信側装置が周波数チューニング情報だけでなくチューニング情報に関連するメディア・ソ
ースのタイプも判断してもよいように、プロトコルでフォーマットされたメッセージの関
連するタグ付けを提供してもよい。これによって、受信側装置は、起動すべき適切なロー
カル・メディア・チューニング・アプリケーションを選択することができる。
【００５９】
　一部の実施形態において、放送ソースは、移動端末のユーザが移動端末のブラウザアプ
リケーションを用いてアクセスする、ＩＰアドレス指定可能なメディア・ソースであって
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もよく、そして、ＩＰアドレス指定可能なメディア・ソースにアクセスする目的で、例え
ば他の端末の無線アクセスプロトコル（ＷＡＰ）ブラウザや、ブルートゥース・プロトコ
ルのネットワーク等でソース移動端末にローカルにアクセス可能なコンピュータのブラウ
ザのようなリモート装置上でブラウザを自動的に起動するため、チューニング情報が提供
されてもよい。
【００６０】
　図６ａ乃至６ｆに関して記述したように、本発明の各種の実施形態は、はっきり認識す
ることが可能で他の装置と交換することも可能でかつ通信可能なオブジェクトの中にラジ
オ／テレビチャネル情報をパッケージ化する、ローカルなラジオ／テレビチャネルのコマ
ンダを提供してもよい。チャネル情報は、ブルートゥースのようなローカル接続プロトコ
ルを用いて交換されうる、ｖＮｏｔｅオブジェクトと同様の、定義済オブジェクトとして
パッケージ化されてもよい。これによって、移動端末の中の関連するラジオ／テレビ・チ
ューニング・アプリケーションをユーザにとってより有益で楽しいものとする可能性があ
る、ラジオ／テレビチャネル情報の迅速で簡易な共有が可能になってもよい。
【００６１】
　次に、本発明のさらなる実施形態について、図７ａ乃至７ｃの概略的な図解を参照しな
がら記述する。図７ａ乃至７ｃに図解された実施形態は、自分の移動端末で演奏されるラ
ジオ／テレビ放送の送信を、利用可能であって放送メディアを演奏するためのステレオお
よび／または他の高度な機能等が使える他のラジオ／テレビチューニングシステム上で聴
き続けることを望む移動端末ユーザに適用可能である。詳細には、代替のステレオ等のそ
のようなチューニングは、他のチューニング／演奏装置を手動でチューニングすることを
ユーザに要求することなく、提供されてもよい。例えば、ユーザは、自分の好きなラジオ
放送局を自分の移動端末で聴いており、次いで自分の車に乗ってもよいが、その車は、移
動端末より優れたステレオ機器を有していることがある。従って、ユーザは、移動端末が
現在チューニングされているのと同じ放送局にカーラジオをチューニングしたいと望むか
もしれない。同様に、ユーザは、自分の移動端末で所望のラジオ放送局を聴きながら自宅
もしくは自分の事務所の建物に入り、自宅または自分の事務所にあるステレオ機器で同じ
放送局を聴くことを望むかもしれない。
【００６２】
　図７ａ乃至７ｃの概略図に図解するように、本発明の一部の実施形態に係る移動端末は
、例えば、無線移動端末のチューニング情報を直接そのような装置に対して光又は電磁波
を発信することによって、他の装置とラジオ／テレビチャネル情報を共有するのにユーザ
が使用してもよいリモートチャネルコマンダ機能を備えている。他の装置は、ホームステ
レオ、カーミュージック・システム等であってもよく、そして、それらが情報を受け取っ
た時に、所望のチャネルに自動的にチューニングしてもよい。従って、図７ａ乃至７ｃの
例によって図解されるように、ブルートゥースや同様のプロトコルのようなローカル接続
プロトコルを用いて、チューニング情報用の所定のプロトコルフォーマットで、通信が提
供されてもよい。
【００６３】
　図解したリモートチャネルコマンダ機能によって、ユーザの移動端末装置で演奏されて
いるのと同じプログラムを起動し、チューニングし、演奏するように、関連するチャネル
情報を他のオーディオ／ビデオシステムにコマンドする（送信する）ことによって、ユー
ザの移動端末装置上で演奏されるラジオ／テレビ番組を視聴する体験をユーザがさらに手
軽に楽しんだり共有したりできるようになってもよい。従って、ユーザは、いろいろな理
由でユーザが好む別の装置で、自分の好きな番組を手軽に視聴し続けることができてもよ
い。
【００６４】
　図７ａの図解に示すように、ユーザの移動端末は、例えばユーザがバス停から自宅へ歩
いている間、ユーザが聴いているラジオ放送局（ＮＰＲ）にチューニングされる。ユーザ
が自宅もしくは代わりのラジオ演奏装置を有する他の場所に着くと、ユーザは、図７ａの
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画面内の「Ｍｏｒｅ」の選択肢を選択することによって、リモートチャネルコマンダ機能
を起動する。図７ｂに示したディスプレイ画面表示から分るように、次いでユーザは、利
用可能な代替のリモート装置を「検索（Ｓｅａｒｃｈ）」するか、あるいは「他の装置（
Ｏｔｈｅｒ Ｄｅｖｉｃｅ）」を選択する選択肢を与えられてもよい。図７ｂに示すよう
に「他の装置」の選択肢が強調表示されている場合に図７ｂの「選択（Ｓｅｌｅｃｔ）」
の選択肢が選択されると、図７ｃのディスプレイ画面表示がユーザに提供されてもよい。
【００６５】
　図７ｃから分るように、テレビ（ＴＶ）とホームステレオ装置（Ｈｏｍｅ Ｓｔｅｒｅ
ｏ）との両方が見つかり、ユーザによる使用のため利用可能であることが示される。ユー
ザが「選択（Ｓｅｌｅｃｔ）」の選択肢を図７ｃの画面から選択する場合、移動端末上で
現在聴かれているＮＰＲチャネルにチューニングするため、チューニング情報を有するコ
マンドが、フォーマットされて、選択されたホームステレオへ送信される。次いで、指定
されたチャネルが、コマンドを受信したホームステレオでの再生を開始する。
【００６６】
　当業者であれば理解するように、本発明は、方法、システム、あるいはコンピュータプ
ログラム製品として実施されてもよい。従って、本発明は、完全にハードウェアの実施形
態、ソフトウェアの実施形態、あるいは本書ではすべて一般に「回路」または「モジュー
ル」と呼ばれるソフトウェアとハードウェアの態様を組み合わせた実施形態の形をとって
もよい。さらに、本発明は、コンピュータで利用可能なプログラムコードが媒体の中に実
施された状態の、コンピュータで利用可能な記憶媒体上のコンピュータプログラム製品の
形をとってもよい。ハードディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、光学的記憶装置、インターネットや
イントラネットをサポートするもののような通信媒体、あるいは磁気記憶装置を含めて、
いかなる適切なコンピュータ可読媒体が用いられてもよい。
【００６７】
　本発明の動作を実行するためのコンピュータプログラムコードは、Ｊａｖａ（登録商標
）、スモールトークまたはＣ＋＋のようなオブジェクト指向プログラミング言語で書かれ
てもよい。しかし、また、本発明の動作を実行するためのコンピュータプログラムコード
は、従来の手続きのプログラミング言語、例えば「Ｃ」プログラム言語および／またはも
っと低水準のアセンブリ言語で書かれてもよい。プログラムコードは、完全にユーザのコ
ンピュータ（すなわち、ユーザの移動端末の制御装置）上で実行されてもよいし、スタン
ドアロンのソフトウェアパッケージとして一部がユーザのコンピュータ上で実行されても
よいし、一部がユーザのコンピュータ上で、かつ、一部がリモートコンピュータ上で実行
されてもよいし、完全にリモートコンピュータ上で実行されてもよい。後者のシナリオで
は、リモートコンピュータは、ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）またはワイド
・エリア・ネットワーク（ＷＡＮ）を介してユーザのコンピュータに接続されてもよいし
、あるいは、（例えば、インターネット・サービス・プロバイダを用いてインターネット
を介して）外部コンピュータに接続が行われてもよい。
【００６８】
　さらに、本発明は、本発明の実施形態による方法、装置（システム）およびコンピュー
タプログラム製品のフローチャートの図解および／またはブロック図を参照しながら、部
分的に上記に記述した。理解されるはずだが、フローチャートの図解および／またはブロ
ック図の各ブロック、および、フローチャートの図解および／またはブロック図の各ブロ
ックの組み合わせは、コンピュータプログラム命令によって実装されてもよい。これらの
コンピュータプログラム命令は、コンピュータまたは他のプログラム可能なデータ処理装
置のプロセッサを介して実行される命令が、フローチャートおよび／またはブロック図の
ブロックまたは複数のブロックの中に規定された機能／動作を実装する手段を作成するよ
うに、汎用コンピュータ、特殊用途コンピュータ、あるいはマシンを実現させるためのそ
の他のプログラム可能なデータ処理装置のプロセッサに提供されてもよい。
【００６９】
　また、これらのコンピュータプログラム命令は、コンピュータ可読メモリの中に記憶さ
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れた命令が、フローチャートおよび／またはブロック図のブロックまたは複数のブロック
の中に規定された機能／動作を実装する命令手段を含む製品を生成するように、コンピュ
ータまたは他のプログラム可能なデータ処理装置に命令して特定の方法で機能させること
が可能な、コンピュータ可読メモリの中に記憶されてもよい。
【００７０】
　また、コンピュータプログラム命令は、コンピュータまたは他のプログラム可能なデー
タ処理装置上で実行される命令が、フローチャートおよび／またはブロック図のブロック
または複数のブロックの中に規定された機能／動作を実装するステップを提供するように
、コンピュータに実装された処理を生じさせる目的で、コンピュータまたは他のプログラ
ム可能なデータ処理装置上で実行される一連の操作ステップを起こさせるため、コンピュ
ータまたは他のプログラム可能なデータ処理装置にロードされてもよい。
【００７１】
　図１乃至７ｃのフローチャートおよび概略図は、メディア・チューニングのための方法
、システム、および、コンピュータプログラム製品の一部実施形態のアーキテクチャ、機
能性、および動作を図解する。この点で、各ブロックは、規定された論理機能を実装する
ための１つ以上の実行可能な命令を含む、モジュール、セグメント、またはコードの一部
分を表してもよい。また、留意すべきだが、他の実装においては、ブロックの中に記載さ
れた機能は、図に記載された順序以外で発生してもよい。例えば、連続して示される２つ
のブロックが、実際には、実質的に同時に実行されてもよいし、あるいは複数のブロック
が、関連する機能性に応じて、時には逆の順序で実行されてもよい。
【００７２】
　図面および明細書において、本発明の典型的な実施形態を開示してきた。特定の用語が
採用されているけれども、それらは一般的な説明の意味でのみ用いられており、限定を目
的としたものではなく、本発明の適用範囲は、下記の請求項によって定義される。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】本発明の一部の実施形態による移動端末と、典型的な基地局トランシーバと、放
送メディア・ソースと、メディアプレーヤーとの、概略ブロック図である。
【図２】本発明の一部の実施形態によって、放送メディア・ソースのチューニング情報を
移動端末からリモート装置へ提供する方法を図解するフローチャートである。
【図３】本発明の一部の実施形態によって、テキストメッセージの受信に基づいて、移動
端末を放送メディア・ソースに自動的にチューニングする方法を図解するフローチャート
である。
【図４ａ】本発明の一部の実施形態によって、チューニング情報をリモート装置へ送信す
るユーザのための移動端末のグラフィック・ユーザ・インタフェース（ＧＵＩ）のディス
プレイの概略図である。
【図４ｂ】本発明の一部の実施形態によって、チューニング情報をリモート装置へ送信す
るユーザのための移動端末のグラフィック・ユーザ・インタフェース（ＧＵＩ）のディス
プレイの概略図である。
【図４ｃ】本発明の一部の実施形態によって、チューニング情報をリモート装置へ送信す
るユーザのための移動端末のグラフィック・ユーザ・インタフェース（ＧＵＩ）のディス
プレイの概略図である。
【図４ｄ】本発明の一部の実施形態によって、チューニング情報をリモート装置へ送信す
るユーザのための移動端末のグラフィック・ユーザ・インタフェース（ＧＵＩ）ディスプ
レイの概略図である。
【図５ａ】メディア・チューニング情報を含むテキストメッセージを受信するユーザのた
めの移動端末のＧＵＩディスプレイの概略図である。
【図５ｂ】メディア・チューニング情報を含むテキストメッセージを受信するユーザのた
めの移動端末のＧＵＩディスプレイの概略図である。
【図５ｃ】メディア・チューニング情報を含むテキストメッセージを受信するユーザのた
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めの移動端末のＧＵＩディスプレイの概略図である。
【図５ｄ】メディア・チューニング情報を含むテキストメッセージを受信するユーザ用の
移動端末のＧＵＩディスプレイの概略図である。
【図６ａ】本発明の一部の実施形態による、チューニング情報を送信するユーザのための
移動端末のＧＵＩディスプレイと、チューニング情報によって示された受信されたメディ
ア・コンテンツにチューニングする受信側ユーザのためのＧＵＩディスプレイとの概略図
である。
【図６ｂ】本発明の一部の実施形態による、チューニング情報を送信するユーザのための
移動端末のＧＵＩディスプレイと、チューニング情報によって示された受信されたメディ
ア・コンテンツにチューニングする受信側ユーザのためのＧＵＩディスプレイとの概略図
である。
【図６ｃ】本発明の一部の実施形態による、チューニング情報を送信するユーザのための
移動端末のＧＵＩディスプレイと、チューニング情報によって示された受信されたメディ
ア・コンテンツにチューニングする受信側ユーザのためのＧＵＩディスプレイとの概略図
である。
【図６ｄ】本発明の一部の実施形態による、チューニング情報を送信するユーザのための
移動端末のＧＵＩディスプレイと、チューニング情報によって示された受信されたメディ
ア・コンテンツにチューニングする受信側ユーザのためのＧＵＩディスプレイとの概略図
である。
【図６ｅ】本発明の一部の実施形態による、チューニング情報を送信するユーザのための
移動端末のＧＵＩディスプレイと、チューニング情報によって示された受信されたメディ
ア・コンテンツにチューニングする受信側ユーザのためのＧＵＩディスプレイとの概略図
である。
【図７ａ】本発明の一部の実施形態による、チューニング情報を移動端末の近くにあるオ
ーディオ／ビデオ・メディア・チューナに送信するユーザのための移動端末のＧＵＩディ
スプレイを図解する概略図である。
【図７ｂ】本発明の一部の実施形態による、チューニング情報を移動端末の近くにあるオ
ーディオ／ビデオ・メディア・チューナに送信するユーザのための移動端末のＧＵＩディ
スプレイを図解する概略図である。
【図７ｃ】本発明の一部の実施形態による、チューニング情報を移動端末の近くにあるオ
ーディオ／ビデオ・メディア・チューナに送信するユーザのための移動端末のＧＵＩディ
スプレイを図解する概略図である。
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